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浄
土
宗  

天
上
山  

大
念
寺

住
職  

大
島 

祥
明

　

法
事
等
で
は
、「
成
仏
し

て
い
ま
す
か
？
」
と
よ
く
訊

か
れ
ま
す
。
こ
こ
で
『
成
仏

す
る
』
と
は
ど
う
い
う
こ
と

か
、
考
え
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
『
成
仏
』
を
字
義
通
り
、

「
仏
に
な
る
」
あ
る
い
は
「
悟

り
を
開
く
」と
と
ら
え
れ
ば
、

ほ
と
ん
ど
の
人
は
成
仏
し
て

お
り
ま
せ
ん
。

　
『
仏
』を「
人
で
な
く
な
る
」

と
解
釈
す
る
と
、
亡
く
な
っ

た
人
は
す
べ
て
成
仏
し
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
『
仏
』
が
な
ぜ
「
人
で
な
く

な
る
」
と
解
釈
す
る
か
と
い

う
と
、
本
来
「
仏
」
は
「
佛
」

と
書
き
ま
し
た
。“
弗
”の
字
は
、

「
そ
の
状
態
で
な
く
な
る
こ
と
」

を
意
味
す
る
の
で
す
。
沸
騰
の

「
沸
」
は
水
で
な
く
な
っ
た
と

い
う
意
味
で
す
。『
佛
』
と
は
、

に
ん
べ
ん
に
弗
の
字
で
す
か
ら
、

人
間
で
な
く
な
る
と
い
う
意
味

に
な
る
の
で
す
。

　

お
釈
迦
さ
ま
は
、
人
間
で

あ
り
な
が
ら
悟
り
を
開
い
て
、

成
仏
と
は
、人
で
な
く
な
る
こ
と

肉
体
を
も
っ
た
人
で
は
な
く

な
っ
た
と
い
う
意
味
で
、
仏

と
い
う
わ
け
で
す
。

■
大
島
祥
明
著
『
死
ん
だ
ら

お
し
ま
い
、
で
は
な
か
っ
た
』

よ
り
引
用
。

▽
同
著
の
問
い
合
わ
せ

☎
03
〜
３
２
３
９
〜
６
２

２
１
（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所 

書

籍
第
一
部
）

【
大
島
祥
明
】
１
９
４
４
年

大
阪
市
生
ま
れ
。仏
教
大
学
・

同
大
学
院
修
了
（
文
修
）、

浄
土
宗
正
僧
正
。87
年
12
月
、

船
橋
市
上
山
町
に
大
念
寺
開

山
。
08
年
５
月
、
同
市
馬
込

町
に
新
寺
移
転
。

●
出
版
数
、十
二
万
五
千
部
！

　

船
橋
市
馬
込
沢
の
大
念
寺

（
大
島
祥
明
住
職
）
が
管
理

運
営
す
る
『
和
み
の
郷
霊
園
』

に
新
し
く
「
新 

合
祠
墓
」
が

完
成
す
る
。

　

従
来
か
ら
あ
る
納
骨
堂
形

式
の
「
永
代
合
同
墓
」
は
永

代
祠
堂
料
が
10
万
円
だ
が
、

今
回
新
た
に
出
来
る
「
新 

合

祠
墓
」
は
３
万
５
０
０
０
円

と
低
価
格
で
合
葬
し
て
永
代

供
養
す
る
タ
イ
プ
。「
も
っ
と

低
価
格
で
、
手
厚
い
供
養
は

で
き
な
い
も
の
か
」
と
の
利

用
者
の
要
望
に
大
念
寺
側
が

応
え
た
も
の
。
価
格
、
施
設

と
も
に
他
で
は
例
を
見
な
い
、

未
来
形
の
画
期
的
な
お
墓
だ
。

　
「
新 

合
祠
墓
」
は
イ
ン
ド

産
で
宝
石
の
よ
う
な
輝
き
を

持
つ
赤
御
影
石
製
。
石
柱
に

「
和
み
」
と
大
島
住
職
が
揮
毫
。

金
で
菩
提
樹
の
葉
を
装
飾
し

た
モ
ダ
ン
な
も
の
だ
。
常
に

生
花
が
上
が
り
、
僧
侶
が
お

経
を
あ
げ
、
懇
ろ
に
供
養
が

さ
れ
る
の
で
安
心
だ
。

　

ま
た
、
都
会
に
暮
ら
し
、

故
郷
に
先
祖
の
墓
が
あ
り
、

そ
れ
ら
の
遺
骨
を
ま
と
め
て

供
養
し
た
い
場
合
や
お
墓
の

継
承
者
が
い
な
い
な
ど
、「
新   

　
合
祠
墓
」
な
ら
先
祖
や
親

族
の
霊
を
粗
末
に
し
な
い
で

す
む
。
宗
教
、
宗
派
は
不
問
、

他
の
寺
院
の
僧
侶
も
入
る
こ

と
が
出
来
る
の
も
特
徴
だ
。

　
「
少
子
化
が
加
速
し
て
い

て
、
実
際
、
霊
園
で
は
１
０

０
年
経
つ
と
約
半
分
の
お
墓

が
無
縁
化
し
て
い
る
の
が
現

実
」
と
話
す
の
は
同
寺
住
職

で
こ
の
３
月
、
浄
土
宗
の
本

山
以
外
の
寺
の
住
職
と
し
て

は
最
高
位
の
「
正
僧
正
」
を

叙
任
し
た
大
島
祥
明
さ
ん
。

大
島
住
職
は
『
死
ん
だ
ら
お

し
ま
い
、
で
は
な
か
っ
た
』

の
著
者
で
弊
紙
の
『
三
宝
通

信
』
で
法
話
を
好
評
連
載
中
。

　

様
々
な
霊
園
が
あ
る
よ
う

だ
が
、
よ
く
考
え
て
、
同
霊

園
の
よ
う
に
未
来
永
劫
に
わ

た
っ
て
管
理
の
確
か
な
霊
園

を
選
ぶ
の
が
賢
明
だ
ろ
う
。

　

船
橋
『
和
み
の
郷
霊
園
』

の「
新 

合
祠
墓
」、袖
ヶ
浦『
和

み
の
丘
霊
園
』
の
「
合
同
墓
」

い
ず
れ
も
７
月
１
日
受
付
を

ス
タ
ー
ト
す
る
。

▽
問
い
合
わ
せ

　

０
１
２
０
〜
４
３
９
〜
６

５
４
７
（
大
念
寺
）

新 合祠墓 完成
７月１日 受付開始
船橋市馬込沢 永代祠堂料3.5万円

お墓の未来進行形　　　　　　　　　　　　に

新 合祠墓 完成新 合祠墓 完成
3.5万円3.5万円永代祠堂料

10万円10万円10万円永代祠堂料
（御一人）

お墓を継承する人がいなくても、霊園が
永代供養と管理をしてくれる

大念寺『和みの郷霊園』大念寺『和みの郷霊園』

袖ヶ浦「和みの丘霊園」にも合同墓完成

永代祠堂料
（御一人）

永代祠堂料
（御一人）
永代祠堂料
（御一人） 3.5万円3.5万円3.5万円

合同墓 新 合祠墓
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大
井
競
馬
場
、
川
崎
競
馬

場
に
続
き
、
競
馬
の
最
高
峰

Ｇ
１
レ
ー
ス
（
有
馬
記
念
等
）

で
有
名
な
中
山
競
馬
場
で
先

月
11
日
、
マ
ラ
ソ
ン
イ
ベ
ン

ト
「
競
馬
Ｒ
Ｕ
Ｎ
」
が
開
催

さ
れ
た
。Ｊ
Ｒ
Ａ（
日
本
中
央

競
馬
会
）
設
立
60
周
年
を
記

念
し
た
も
の
で
、
今
回
は
３

回
目
。
回
を
重
ね
る
度
に
参

加
者
は
増
え
、
老
若
男
女
４

７
６
３
名
が
汗
を
流
し
た
。

　

広
々
と
し
た
競
馬
場
で
、

普
段
は
馬
の
走
る
緑
眩
し
い

芝
コ
ー
ス
か
ら
ダ
ー
ト
（
砂

地
）
コ
ー
ス
を
走
る
と
い
う

も
の
。
ス
タ
ー
ト
時
は
レ
ー

ス
で
お
馴
染
の
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー

レ
が
鳴
り
響
き
、
参
加
者
は

ウ
ォ
ー
と
い
う
雄
叫
び
と
拍

手
で
盛
り
上
が
る
。
種
目
は

２
・
６
５
㌔
ラ
ン
、
5
・
6
5

㌔
ラ
ン
、
40
㌔
リ
レ
ー
マ
ラ

ソ
ン
の
３
つ
。

　

2
・
6
5
㌔
ラ
ン
の
１
位

は
11
分
６
秒
で
前
野
祐
大
さ

ん
、
２
位
と
３
位
は
中
学
生

の
入
江
和
樹
・
亮
輔
さ
ん
兄

弟
。
春
日
部
共
栄
中
学
校
で

切
磋
琢
磨
し
て
脚
力
に
磨
き

を
か
け
て
の
参
加
だ
。

　

5
・
6
5
㌔
ラ
ン
男
子
の

部
１
位
は
24
分
28
秒
で
小
田

原
市
役
所
勤
務
の
樽
木
将
吾

さ
ん
。「
コ
ー
ス
が
き
つ
く
て

大
変
だ
っ
た
が
、
毎
日
８
㌔

か
ら
10
㌔
、
職
場
と
家
の
往

復
を
走
っ
て
い
る
の
で
、
自

信
が
あ
っ
た
」
と
語
る
。

　

女
子
の
部
は
33
分
47
秒
で
、

湘
南
学
院
高
校
１
年
の
竹
中

麻
愛
さ
ん
。
陸
上
部
所
属
で

今
回
は
一
人
で
エ
ン
ト
リ
ー
。

「
楽
し
く
走
れ
ま
し
た
」
と

に
っ
こ
り
。

　

40
㌔
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
は
、

２
〜
10
名
で
一
周
1
・
5
㌔

の
ダ
ー
ト
コ
ー
ス
を
計
27
周

タ
ス
キ
で
繋
ぐ
と
い
う
も
の
。

男
女
混
合
１
位
は
３
時
間
17

分
42
秒
でteam

Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
。

一
般
の
部
１
位
は
３
時
間
４

分
７
秒
の
武
山
狂
走
で
、
大

井
、
川
崎
、
今
大
会
と
３
連

覇
を
達
成
。

　

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
で
「
早
く

足
を
回
し
て
埋
ま
ら
な
い
よ

う
に
ダ
ー
ト
を
走
る
の
が
コ

ツ
」
と
駅
伝
・
マ
ラ
ソ
ン
解

説
者
の
金
哲
彦
氏
。
馬
（
上

手
）
く
走
る
た
め
の
Ｒ
Ｕ
Ｎ

ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
レ
ー
ス
以

外
で
の
楽
し
み
も
盛
り
だ
く

さ
ん
。
記
録
も
大
切
だ
が
、

様
々
な
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
に
身

を
包
み
、
走
る
事
を
楽
し
む

参
加
者
の
姿
が
印
象
的
だ
っ

た
。

http://keibarun.jp/

▽
問
い
合
わ
せ

☎
03
〜
５
７
９
６
〜
５
８
３

３
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
）

　

放
課
後
等
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス

「
ハ
ク
ナ
マ
タ
タ
」
が
市
川
市

国
分
７
丁
目
に
先
月
開
所
し
、

事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。「
放

課
後
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
」
と
は
、

就
学
児
の
障
が
い
の
あ
る
子

供
た
ち
を
対
象
に
、
放
課
後

や
長
期
休
暇
中
の
療
育
の
場
、

居
場
所
と
し
て
の
役
割
を
担

う
児
童
福
祉
法
に
基
づ
い
た

国
の
事
業
だ
。

　
「
ハ
ク
ナ
マ
タ
タ
」
は
、
こ

れ
ま
で
10
年
間
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
ド
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や
市
民

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
行
っ
て
き
た

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
ち
か
わ
市
民

文
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
運
営
。

ス
ワ
ヒ
リ
語
で
「
だ
い
じ
ょ

う
ぶ
」
と
い
う
意
味
を
持
つ

「
ハ
ク
ナ
マ
タ
タ
」
は
05
年
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

で
初
公
演
さ
れ
た
タ
イ
ト
ル

と
同
名
。

　

開
所
の
き
っ
か
け
は
、
チ

ャ
レ
ン
ジ
ド
に
出
演
し
て
い
る

子
供
た
ち
の
保
護
者
の
言
葉

だ
と
い
う
。「
小
学
生
向
け

の
施
設
は
た
く
さ
ん
あ
る
け

れ
ど
、
中
高
生
に
限
っ
た
所

は
な
い
。
彼
ら
の
発
達
に
合

わ
せ
た
活
動
を
し
て
く
れ
る

放
課
後
の
居
場
所
が
あ
れ
ば

い
い
の
に
」。
そ
ん
な
強
い
ニ

ー
ズ
と
思
い
が
後
押
し
と
な

り
、
昨
年
秋
か
ら
物
件
探
し

を
始
め
、
今
春
の
オ
ー
プ
ン

と
な
っ
た
。
音
楽
や
ク
ッ
キ

ン
グ
等
、
表
現
遊
び
と
ア
ー

ト
を
楽
し
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

特
徴
だ
。

　

一
般
企
業
を
退
職
し
て
ス

タ
ッ
フ
と
な
っ
た
谷
水
さ
ん
は
、 「

一
般
の
中
高
生
と
同
じ
体
験

を
さ
せ
た
い
。
放
課
後
の
数

時
間
、
部
活
の
よ
う
な
感
覚

で
利
用
し
て
も
ら
え
た
ら
」

と
話
す
。
一
緒
に
街
に
ハ
ン
バ

ー
ガ
ー
を
食
べ
に
行
っ
た
り
、

ス
ー
パ
ー
へ
買
出
し
に
行
き
、

ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
で
焼
き
う

ど
ん
を
作
っ
た
り
し
て
過
ご

す
。
現
在
ダ
ン
ス
、
書
道
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
準
備
中
だ
。

　

利
用
時
間
は
平
日
の
月
曜

か
ら
金
曜
、
13
時
か
ら
18
時
。

そ
の
後
、
車
で
自
宅
へ
送
迎

す
る
。

▽
問
い
合
わ
せ
☎
０
４
７
〜

７
１
１
〜
８
８
１
４
（
山
崎

さ
ん
）

で
き
た
て
の
料
理
を
提
供
す
る

オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン

民
族
衣
装
を
身
に
着
け
た
学
生

昨年のクリスマスパーティー

　

千
葉
市
美
浜
区
に
あ
る
神

田
外
語
大
学
に
４
月
、
ア
ジ

ア
の
食
を
テ
ー
マ
に
し
た
新

学
食
「
食
神
」
が
オ
ー
プ
ン
。

席
数
は
約
４
５
０
席
。
同
校

の
学
食
と
い
え
ば
、
以
前
か

ら
先
進
的
な
建
物
で
い
た
だ

く
美
味
し
い
ラ
ン
チ
や
ベ
ー
カ

リ
ー
で
評
判
だ
。
お
し
ゃ
れ

な
食
堂
は
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
な

ど
の
ロ
ケ
で
よ
く
使
わ
れ
る
。

　

同
校
の
ア
ジ
ア
言
語
学
科

専
攻
に
あ
る
中
国
、
韓
国
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、

タ
イ
な
ど
の
料
理
を
１
品
１

５
０
円
〜
で
提
供
。
食
堂
内

は
エ
リ
ア
ご
と
に
、
家
具
や

調
度
品
、
屋
台
な
ど
が
配
さ

れ
、
熱
気
あ
ふ
れ
る
ア
ジ
ア

各
国
の
気
分
が
味
わ
え
る
。

オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン
の
カ
ウ
ン

タ
ー
に
は
、
で
き
た
て
の
料

理
が
並
ぶ
。

　

中
央
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
イ

ベ
ン
ト
時
に
、
タ
イ
舞
踊
や

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
民
族
楽
器

ガ
ム
ラ
ン
な
ど
学
生
た
ち
の

発
表
の
場
と
も
な
り
、
ア
ジ

ア
を
体
感
出
来
る
仕
組
み
だ
。

　

食
堂
入
り
口
に
は
、
イ
ス

ラ
ム
教
徒
が
お
祈
り
の
際
に

身
体
を
清
め
る
水
場
が
設
け

ら
れ
２
階
に
は
礼
拝
場
も
あ

る
。
戒
律
の
厳
し
い
イ
ス
ラ

ム
教
徒
（
ム
ス
リ
ム
）
は
豚

や
酒
を
口
に
す
る
こ
と
を
禁

じ
ら
れ
て
い
る
が
、
イ
ス
ラ

ム
法
に
則
し
た
食
材
、
加
工
、

調
理
法
を
用
い
た
「
ハ
ラ
ー

ル
メ
ニ
ュ
ー
」
が
多
数
用
意

さ
れ
て
い
る
。

　
「
今
ま
で
は
自
分
で
手
作

り
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
１
時

間
以
上
費
や
し
て
い
た
が
、

食
器
の
洗
浄
に
至
る
ま
で
配

慮
さ
れ
て
い
て
安
心
。
本
当

に
う
れ
し
い
」
と
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
か
ら
の
交
換
留
学
生
で

イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
ア
リ
ヤ
さ

ん
（
22
）。
日
本
国
内
の
大

学
施
設
で
ム
ス
リ
ム
に
対
応

で
き
る
「
ム
ス
リ
ム
フ
レ
ン

ド
リ
ー
認
証
」（
ハ
ラ
ー
ル
認

証
機
関
Ｎ
Ａ
Ｈ
Ａ
）
の
取
得

は
初
と
な
る
。

　

秋
に
は
地
域
開
放
デ
ー
な

ど
を
予
定
。
一
般
の
利
用
も

可
能
な
の
で
、
食
を
通
じ
、

異
文
化
を
体
感
し
て
み
て
は

い
か
が
か
。

http://www.kandagaigo.
ac.jp/kuis/

▼
千
葉
市
美
浜
区
若
葉
１
ー

４
ー
１
☎
０
４
３
〜
２
７
３

〜
２
８
２
６

　

船
橋
市
中
央
公
民
館
で
毎

週
火
曜
開
催
の
ス
ク
エ
ア
ダ

ン
ス
サ
ー
ク
ル
「
船
橋
ス
タ

ー
ラ
イ
ト
ス
ク
エ
ア
ー
ズ
」

が
初
心
者
会
員
を
募
集
し
て

い
る
。

　

ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
と
は
カ

ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
な
ど

の
音
楽
に
の
っ
て
、
４
カ
ッ
プ

ル
８
人
が
手
を
取
り
合
い
、

短
い
英
語
の
コ
ー
ル
に
よ
り
、

隊
形
を
変
化

さ
せ
な
が
ら

ゲ
ー
ム
感
覚

で
踊
る
、
ア

メ
リ
カ
生
ま

れ
の
爽
や
か

な
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
ダ
ン
ス

だ
。

　

軽
快
な
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク

が
流
れ
る
中
、

コ
ー
ラ
ー

（
踊
り
の
指

示
を
出
す

人
）
が
短
い

英
語
で
踊
り

方
を
指
示
し
、
ダ
ン
サ
ー
が

そ
の
指
示
に
そ
っ
て
隊
形
を

変
化
さ
せ
て
ゆ
く
。
英
語
が

苦
手
で
も
問
題
は
な
い
。
仲

間
と
動
き
を
合
わ
せ
て
い
く

こ
と
が
脳
の
活
性
化
に
も
役

立
つ
。
こ
れ
ら
が
相
乗
し
て
、

ス
ト
レ
ス
発
散
に
も
な
る
よ

う
だ
。
参
加
者
は
普
通
に
歩

く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
年
齢
、

性
別
、
体
型
な
ど
の
制
約
は

な
い
。
華
や
か
な
コ
ス
チ
ュ
ー

ム
を
身
に
着
け
た
り
、
友
達

が
た
く
さ
ん
で
き
る
の
も
魅

力
の
よ
う
だ
。

　
「
こ
の
ダ
ン
ス
の
魅
力
は
と

に
か
く
楽
し
い
こ
と
。
間
違

え
て
も
Ｏ
Ｋ
、
あ
と
は
早
歩

き
だ
か
ら
有
酸
素
運
動
で
脂

肪
も
燃
焼
で
き
、
ダ
イ
エ
ッ

ト
効
果
も
期
待
で
き
る
。
動

き
を
覚
え
る
必
要
か
ら
老
化

防
止
に
最
適
。
毎
回
８
０
０

０
歩
ほ
ど
歩
く
健
康
的
な
ダ

ン
ス
で
す
」
と
同
会
の
上
島

晟
会
長
（
72
）。
参
加
の
前

に
無
料
体
験
も
出
来
る
の
で
、

の
ぞ
い
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ

う
。
月
４
回
毎
週
火
曜
18
時

〜
20
時
30
分
。
船
橋
中
央
公

民
館
。
参
加
費
用
は
入
会
金

１
０
０
０
円
、
月
会
費
１
０

０
０
円
。▽
問
い
合
わ
せ
☎

０
４
７
〜
４
３
９
〜
７
１
６

７
（
加
藤
さ
ん
）

馬の気持ちで駆け抜けろ！馬の気持ちで駆け抜けろ！馬の気持ちで駆け抜けろ！

船橋市

第３回　競馬ＲＵＮ in 中山競馬場

ス
ク
エ
ア
ダ
ン
ス
で

気
軽
に
楽
し
く
ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ

初
心
者
会
員
募
集
中

「
ハ
ク
ナ
マ
タ
タ
」

オ
ー
プ
ン

放
課
後
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス

船橋市

市川市

「
ハ
ク
ナ
マ
タ
タ
」

放
課
後
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス

日本の大学で初、ムスリムフレンドリー認証取得
神田外語大学

アジアン食堂 「食神（しょくじん）」
学食で本場の文化・食に触れる

千葉市

船
橋
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
ス
ク
エ
ア
ー
ズ

船
橋
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
ス
ク
エ
ア
ー
ズ

ち
ば
な
う
！
伝
言
板

伝
言
板

ち
ば
な
う
！
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私
た
ち
の
博
物
館
の「
自
然

と
人
間
の
か
か
わ
り
展
示
室
」

は
身
近
な
里
山
海
域
と
都
市

域
に
お
け
る
自
然
と
人
間
の

か
か
わ
り
に
つ
い
て
、水
環
境

を
軸
に
多
様
な
学
問
領
域
か

ら
分
析
し
展
示
に
し
た
も
の

で
あ
る
。そ
れ
は
地
域
の
環
境

問
題
を
博
物
館
で
展
示
し
た

先
進
事
例
で
も
あ
る
。こ
の
展

示
室
は
谷
津
奥
の
水
神
塔
と

泉
周
辺
の
自
然
の
紹
介
か
ら

は
じ
ま
る
。

　

こ
の
最
初
の
展
示
コ
ー

ナ
ー
は
船
橋
市
北
部
の
二
つ

の
泉
が
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い

る
。私
は
か
つ
て
そ
の
展
示
づ

く
り
の
た
め
何
度
か
こ
の
二
つ

84

「
船
橋
の
尾
瀬
」の
水
神
さ
ま
と
の

　
　
　
　
　
　
　
２５
年
ぶ
り
の
再
会

域
の
様
子
は
大
き
く
変
わ
り
、

た
ど
り
着
く
こ
と
は
で
き
ず

じ
ま
い
で
あ
っ
た
。

　

先
日
、地
図
と
昔
の
記
憶
を

た
よ
り
に
自
転
車
で
半
日
か

け
、そ
の
水
神
の
泉
を

探
し
に
行
っ
た
。谷
津

田
か
ら
上
流
を
目
指

し
た
小
川
の
先
は
ど
こ

も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
排

水
路
と
な
っ
て
お
り
、

か
つ
て
の
面
影
は
な

か
っ
た
。夕
方
近
く
、あ

き
ら
め
て
国
道
沿
い
に
戻
る

途
中
、梨
畑
の
奥
に
大
き
な
林

を
見
つ
け
た
。期
待
す
る
こ
と

も
な
く
そ
の
林
に
入
っ
て
み
た

と
こ
ろ
、梨
畑
の
す
ぐ
脇
の
林

で
水
神
塔
を
発
見
し
た
。ま
さ

に
25
年
ぶ
り
の
水
神
さ
ま
と

の
再
会
で
あ
っ
た
。泉
の
水
量

は
少
な
く
な
っ
て
お
り
残
念
な

が
ら
尾
瀬
の
雰
囲
気
は
な
か
っ

た
が
、以
前
述
べ
た
北
総
台
地

の
上
の
不
思
議
な
泉
が
水
神
の

の
泉
を
訪
れ
た
。当
時
、そ
の
一

つ
は「
船
橋
の
尾
瀬
」と
呼
ば

れ
、豊
富
な
湧
き
水
に
よ
り
周

辺
は
貴
重
植
物
の
宝
庫
と

な
っ
て
い
た
。ま
さ
に
尾
瀬
に

多
い
北
方
系
の
ヌ
マ
ガ
ヤ
や
サ

ワ
ギ
キ
ョ
ウ
、カ
キ
ラ
ン
な
ど

も
生
育
し
て
い
た
。

　

展
示
が
完
成
し
た
後
は
、そ

の
場
所
を
訪
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
が
、そ
の
地
域
一
帯
は

工
場
や
住
宅
の
開
発
が
進
み
、

多
く
の
森
林
と
泉
が
消
失
し

た
。し
か
し
数
年
前
に
あ
る
人

か
ら「
船
橋
の
尾
瀬
の
所
は

残
っ
て
い
る
」と
の
話
を
聞
き
、

私
は
何
度
か
そ
の
場
所
を
探

し
に
行
っ
た
。し
か
し
そ
の
地

そ
ば
に
あ
り
、そ
れ
を
水
源
と

す
る
美
し
く
清
ら
か
な
せ
せ
ら

ぎ
と
，こ
れ
に
沿
っ
て
コ
バ
ギ
ボ

ウ
シ
や
カ
サ
ス
ゲ
等
の
湿
生
植

物
群
落
が
み
ら
れ
た
。

　

こ
の
水
神
塔
に
は
安
永
２

年（
1
7
7
3
年
）３
月
23
日

の
名
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。長

く
こ
の
水
神
を
守
り
、私
の
再

会
も
か
な
え
て
く
れ
た
土
地
の

方
々
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

水
神
と
泉
の
豊
か
な
林
が
将

来
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
私
自
身

も
頑
張
ら
ね
ば
と
お
も
っ
た
。

（
千
葉
県
立
中
央
博
物
館
・

生
物
多
様
性
セ
ン
タ
ー

中
村
俊
彦
）

泉のせせらぎと水神

　

ド
ラ
フ
ト
２
位
ル
ー
キ
ー

の
吉
田
裕
太
捕
手
（
日
大
三

高
、
立
正
大
学
出
身
）
に
注

目
だ
。
プ
ロ
1
年
目
か
ら
ス

タ
メ
ン
起
用
さ
れ
る
な
ど
、

同
じ
捕
手
出
身
の
伊
東
勤
監

督
か
ら
高
く
期
待
を
か
け
ら

れ
て
い
る
。

　
「
肩
が
い
い
し
、
ボ
ー
ル
を

捕
る
の
も
、
う
ま
い
。
プ
ロ

は
そ
ん
な
に
甘
く
は
な
い
か

ら
そ
ん
な
に
簡
単
に
は
い
か

な
い
だ
ろ
う
け
ど
、
期
待
は

高
い
」
と
伊
東
監
督
。

　

試
合
前
練
習
か
ら
マ
ン
ツ

ー
マ
ン
指
導
で
の
英
才
教
育

を
行
う
姿
を
目
に
す
る
。
試

合
中
の
ベ
ン
チ
で
の
定
位
置

も
監
督
の
隣
。
い
ろ
い
ろ
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
日
々
、

勉
強
中
だ
。

　
「
監
督
に
は
怒
ら
れ
て
ば
っ

か
り
で
す
け
ど
、
少
し
で
一

つ
で
も
褒
め
て
も
ら
え
る
よ

う
に
日
々
、
頑
張
る
だ
け
」

　

吉
田
裕
太
は
試
合
が
な
い

日
も
練
習
を
行
う
な
ど
、
ほ

ぼ
無
休
の
野
球
漬
け
の
毎
日

を
送
っ
て
い
る
。
リ
ー
ド
の
反

省
。
打

撃
の
強

化
。
や

ら
な
く

て
は
い

け
な
い

こ
と
は

沢
山
あ

る
の
だ
。

　
「
今
は
我
慢
の
時
で
す
。
プ

ロ
に
入
っ
て
壁
に
ぶ
つ
か
る
の

は
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い

た
。
こ
れ
を
自
分
が
ど
う
乗

り
越
え
る
か
。
し
っ
か
り
と

練
習
を
し
て
一
日
で
も
早
く

一
人
前
の
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
に
な

り
た
い
」

　

期
待
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
指
揮
官
も
厳
し
く
吉
田

を
指
導
す
る
。
試
合
に
負
け
、

監
督
か
ら
厳
し
く
叱
責
さ
れ

る
こ
と
は
日
常
茶
飯
事
。
し

か
し
、
そ
ん
な
時
も
歯
を
食

い
し
ば
っ
て
耐
え
る
。
監
督

か
ら
言
わ
れ
た
言
葉
を
吉
田

は
絶
対
に
忘
れ
な
い
。

　
「
な
あ
、
吉
田
。
悔
し
か
っ

た
ら
見
返
し
て
み
ろ
。
そ
れ

が
プ
ロ
だ
ぞ
」

　

一
人
前
の
捕
手
と
認
め
て

も
ら
う
た
め
に
、
野
球
漬
け

の
日
々
は
続
く
。
千
葉
県
流

山
市
出
身
。
地
元
の
期
待
を

一
身
に
背
負
う
若
武
者
の
修

行
は
ま
だ
ま
だ
続
く
。

（
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ

広
報　

梶
原
紀
章
）http:

//www.marines.co.jp/

流
山
出
身
、ル
ー
キ
ー
吉
田
に
期
待

が
ん
ば
れ  

千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ

撒
い
た
。
季
節
の
野
菜
や
果

物
が
熟
す
の
を
朝
の
ラ
ジ
オ

体
操
前
に
の
ぞ
き
に
行
っ
た
。

中
で
も
イ
チ
ジ
ク
は
と
っ
て
も

甘
く
て
今
、
店
で
売
っ
て
い

る
も
の
よ
り
格
段
に
お
い
し

か
っ
た
。

　

お
勝
手（
台
所
）は
土
間
で
、

「
お
く
ど
さ
ん
（
か
ま
ど
）」

が
あ
っ
て
、
お
米
は
米
櫃
か

ら
１
升
桝
で
量
り
、
薪
や
炭

で
炊
い
て
い
た
。
重
い
お
釜

を
板
の
間
ま
で
動
か
し
て
ご

飯
を
杓
子
で
「
お
ひ
つ
」
に

移
す
の
は
僕
の
役
目
。
釜
の

底
に
お
焦
げ
が
で
き
て
い
る

時
に
は
、
ち
ょ
っ
と
醤
油
を
垂

ら
し
て
お
む
す
び
に
し
て
食
べ

る
と
香
ば
し
く
て
う
ま
い
。

　

ス
イ
カ
や
ビ
ー
ル
瓶
な
ど

は
庭
の
井
戸
に
浸
け
て
お
い
た
。

肉
や
魚
は
氷
の
冷
蔵
庫
に
入

れ
て
保
存
し
た
。
小
型
だ
が
、

木
目
調
の
し
っ
か
り
し
た
造
り

の
「
ア
イ
ス
ボ
ッ
ク
ス
」
だ
っ
た
。

し
か
し
、
冷
蔵
す
る
も
の
の

上
段
に
大
き
な
氷
を
入
れ
な

く
て
は
な
ら
ぬ
の
で
容
量
は
実

質
30
㍑
前
後
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

夏
場
は
毎
朝
氷
屋
が
２
貫

目
（
7.5
㌔
）
ず
つ
黒
塗
り
大

型
自
転
車
で
配
達
し
て
く
れ

る
。
春
秋
は
自
転
車
で
必
要

量
を
直
接
買
い
に
走
っ
た
。
そ

の
氷
冷
蔵
庫
も
長
く
は
使
わ

れ
ず
、
や
が
て
電
気
冷
蔵
庫

に
数
年
で
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
。

霜
が
た
く
さ
ん
つ
い
て
も
、
電

気
冷
蔵
庫
は
氷
よ
り
数
段
魅

力
的
だ
っ
た
。（
山
田
一
夫
）

http://dachsjp.com

ぼ
く
た
ち
の

ダートの直線コース。砂埃を上げてゴールを目指す参加者

帽子の上にはふなっしーが！
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MASARU のタロット占い
【　】… タロットカード
　★　… ラッキーフード
http://masanimasaru.com

６月４日～７月１日 MASARU のタロット占いMASARU のタロット占い
１月　生まれ１月　生まれ

【星・逆】自分自身を過小
評価していませんか。チャ
ンスが来ているのにこのま
までは見送ることに。謙虚
であることばかりを心がけ
ないで。★氷砂糖

２月　生まれ
【世界・逆】今はまだ努力が
報われにくい時。よい評価
を得られなくても落ち込ま
ないで。暗く考えずに、ひた
すら工夫を繰り返せば必ず
好転。★納豆

３月　生まれ
【法皇・正】相性が悪いので
はと不安に思っている年上
人物との関係が少しずつ好
転します。思い込みを捨て
て、あなたから心を開いて
みて。★粉山椒

４月　生まれ
【悪魔・正】愚痴が多くなる
暗示。よく話を聞いてくれる
相手も、内心ではうんざり
の恐れアリ。低迷していると
きほど人の意見に耳を傾け
て。★冷水

５月　生まれ
【吊るされた男・正】あなた
の善意による活動は地味か
もしれませんが、次第に賛
同者が出現します。マイペ
ースに続けていきましょう。
★手打うどん

６月　生まれ
【力・正】正義感に突き動か
されるとき。グループの代
表者として発言する機会が
増える予感。周囲の後押し
を受け堂々と活躍するでし
ょう。★チーズ

７月　生まれ
【節制・逆】目上の人から注
意されることを恐れていま
せんか。隠し事はトラブル
の元です。きちんと報告・連
絡・相談をして信頼関係を
築きましょう。★そうめん

８月　生まれ
【運命の輪・正】チャンスは
あなたの思い描くものとは
違う形で訪れます。うまみ
のなさそうな話にこそ耳を
傾けて。意外なほど発展の
暗示。★りんご

９月　生まれ
【正義・正】あなたの主張が
人の心に響くときです。資
料を添えるとさらに効果
的。反対意見を持つ人とも
有意義な話し合いができる
でしょう。★胡瓜

10月　生まれ
【太陽・逆】スタミナ切れの
暗示。この時期の移動はな
るべく楽な方法を選ぶのが
正解です。少々、経費がかさ
んでも自分を労わりましょ
う。★クルミ

11月　生まれ
【魔術師・逆】捕らぬ狸の皮
算用にご用心。自分に都合
のよい見積りはあてになり
ません。行動計画にも盲点
がありそう。再度、見直し
を。★オレンジ

12月　生まれ

２月　生まれ ３月　生まれ ４月　生まれ ５月　生まれ ６月　生まれ

７月　生まれ ８月　生まれ ９月　生まれ 10月　生まれ 11月　生まれ 12月　生まれ
【皇帝・正】期待通りの展開
が望めるとき。周囲のまと
め役をかって出て正解。過
去の経験が大きな自信をも
たらします。強気でいきまし
ょう。★焼肉

　

放
課
後
等
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス

「
ハ
ク
ナ
マ
タ
タ
」
が
市
川
市

国
分
７
丁
目
に
先
月
開
所
し
、

事
業
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。「
放

課
後
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
」
と
は
、

就
学
児
の
障
が
い
の
あ
る
子

供
た
ち
を
対
象
に
、
放
課
後

や
長
期
休
暇
中
の
療
育
の
場
、

居
場
所
と
し
て
の
役
割
を
担

う
児
童
福
祉
法
に
基
づ
い
た

国
の
事
業
だ
。

　
「
ハ
ク
ナ
マ
タ
タ
」
は
、
こ

れ
ま
で
10
年
間
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
ド
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や
市
民

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
行
っ
て
き
た

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
ち
か
わ
市
民

文
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
運
営
。

ス
ワ
ヒ
リ
語
で
「
だ
い
じ
ょ

う
ぶ
」
と
い
う
意
味
を
持
つ

「
ハ
ク
ナ
マ
タ
タ
」
は
05
年
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
ド
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

で
初
公
演
さ
れ
た
タ
イ
ト
ル

と
同
名
。

　

開
所
の
き
っ
か
け
は
、
チ

ャ
レ
ン
ジ
ド
に
出
演
し
て
い
る

子
供
た
ち
の
保
護
者
の
言
葉

だ
と
い
う
。「
小
学
生
向
け

の
施
設
は
た
く
さ
ん
あ
る
け

れ
ど
、
中
高
生
に
限
っ
た
所

は
な
い
。
彼
ら
の
発
達
に
合

わ
せ
た
活
動
を
し
て
く
れ
る

放
課
後
の
居
場
所
が
あ
れ
ば

い
い
の
に
」。
そ
ん
な
強
い
ニ

ー
ズ
と
思
い
が
後
押
し
と
な

り
、
昨
年
秋
か
ら
物
件
探
し

を
始
め
、
今
春
の
オ
ー
プ
ン

と
な
っ
た
。
音
楽
や
ク
ッ
キ

ン
グ
等
、
表
現
遊
び
と
ア
ー

ト
を
楽
し
む
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

特
徴
だ
。

　

一
般
企
業
を
退
職
し
て
ス

タ
ッ
フ
と
な
っ
た
谷
水
さ
ん
は
、 「

一
般
の
中
高
生
と
同
じ
体
験

を
さ
せ
た
い
。
放
課
後
の
数

時
間
、
部
活
の
よ
う
な
感
覚

で
利
用
し
て
も
ら
え
た
ら
」

と
話
す
。
一
緒
に
街
に
ハ
ン
バ

ー
ガ
ー
を
食
べ
に
行
っ
た
り
、

ス
ー
パ
ー
へ
買
出
し
に
行
き
、

ホ
ッ
ト
プ
レ
ー
ト
で
焼
き
う

ど
ん
を
作
っ
た
り
し
て
過
ご

す
。
現
在
ダ
ン
ス
、
書
道
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
も
準
備
中
だ
。

　

利
用
時
間
は
平
日
の
月
曜

か
ら
金
曜
、
13
時
か
ら
18
時
。

そ
の
後
、
車
で
自
宅
へ
送
迎

す
る
。

▽
問
い
合
わ
せ
☎
０
４
７
〜

７
１
１
〜
８
８
１
４
（
山
崎

さ
ん
）

で
き
た
て
の
料
理
を
提
供
す
る

オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン

リ
ー
ベ
・
フ
ラ
ウ

大念寺 船橋市馬込町1120
電話047(439)6547会場

念
々
寄
席
第
277
回

6
月
26
日
　

木
　

午
後
６
時
よ
り
８
時
頃

今月の出演

木
戸
銭

３
０
０
円

古
今
亭 
菊
之
丞

　

桂 　

や
ま
と

寿
・
真
打
昇
進　

才
紫　

改
め

7月  6日（日）
=毎月第一日曜日＝

写経会 第314回 法話会第165回

（　）

午前9時～10時

大念寺の月例催し大念寺の月例催し

午前10時１５分～
　　　１1時30分

会費５００円

会費無料

心を込めて「般若心経」を毛
筆で写経。最初から上手な人
はいません。積み重ね、続ける
ことが大切。用具不要、納経致
します。お気軽にどうぞ

住職を囲んで法
話と仏事の相談

女
声
ア
ン
サ
ン
ブ
ル  

リ
ー
ベ
・
フ
ラ
ウ

は
エ
リ
ア
ご
と
に
、
家
具
や

調
度
品
、
屋
台
な
ど
が
配
さ

れ
、
熱
気
あ
ふ
れ
る
ア
ジ
ア

各
国
の
気
分
が
味
わ
え
る
。

オ
ー
プ
ン
キ
ッ
チ
ン
の
カ
ウ
ン

タ
ー
に
は
、
で
き
た
て
の
料

理
が
並
ぶ
。

　

中
央
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
イ

ベ
ン
ト
時
に
、
タ
イ
舞
踊
や

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
民
族
楽
器

ガ
ム
ラ
ン
な
ど
学
生
た
ち
の

発
表
の
場
と
も
な
り
、
ア
ジ

ア
を
体
感
出
来
る
仕
組
み
だ
。

　

食
堂
入
り
口
に
は
、
イ
ス

ラ
ム
教
徒
が
お
祈
り
の
際
に

身
体
を
清
め
る
水
場
が
設
け

ら
れ
２
階
に
は
礼
拝
場
も
あ

る
。
戒
律
の
厳
し
い
イ
ス
ラ

ム
教
徒
（
ム
ス
リ
ム
）
は
豚

や
酒
を
口
に
す
る
こ
と
を
禁

じ
ら
れ
て
い
る
が
、
イ
ス
ラ

ム
法
に
則
し
た
食
材
、
加
工
、

調
理
法
を
用
い
た
「
ハ
ラ
ー

ル
メ
ニ
ュ
ー
」
が
多
数
用
意

さ
れ
て
い
る
。

　
「
今
ま
で
は
自
分
で
手
作

り
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
１
時

間
以
上
費
や
し
て
い
た
が
、

食
器
の
洗
浄
に
至
る
ま
で
配

慮
さ
れ
て
い
て
安
心
。
本
当

に
う
れ
し
い
」
と
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
か
ら
の
交
換
留
学
生
で

イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
ア
リ
ヤ
さ

ん
（
22
）。
日
本
国
内
の
大

学
施
設
で
ム
ス
リ
ム
に
対
応

で
き
る
「
ム
ス
リ
ム
フ
レ
ン

ド
リ
ー
認
証
」（
ハ
ラ
ー
ル
認

証
機
関
Ｎ
Ａ
Ｈ
Ａ
）
の
取
得

は
初
と
な
る
。

　

秋
に
は
地
域
開
放
デ
ー
な

ど
を
予
定
。
一
般
の
利
用
も

可
能
な
の
で
、
食
を
通
じ
、

異
文
化
を
体
感
し
て
み
て
は

い
か
が
か
。

http://www.kandagaigo.
ac.jp/kuis/

▼
千
葉
市
美
浜
区
若
葉
１
ー

４
ー
１
☎
０
４
３
〜
２
７
３

〜
２
８
２
６

■
県
立
成
田
国
際
高
校
吹
奏

楽
部
・
第
30
回
定
期
演
奏
会

　

15
日
（
日
）
14
時
開
演
。

成
田
国
際
文
化
会
館
大
ホ
ー

ル
、
入
場
無
料
。
ハ
ン
ガ
リ

ー
民
謡
「
く
じ
ゃ
く
」
に
よ

る
変
奏
曲
、
ス
テ
ー
ジ
ド
リ

ル&The 30th Anniver-
sary Stage

他
。Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

に
よ
る
合
同
バ
ン
ド
も
見
所
。

☎
０
４
７
６
〜
２
７
〜
２
６

１
０
（
栗
原
教
諭
）

■
県
民
の
日
記
念

　
コ
ン
サ
ー
ト
　
入
場
無
料

　

14
日
14
時
開
演
。
八
千
代

市
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
。
出

演
は
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
ス

イ
ー
ト
ボ
イ
ス
、
合
唱
協
会

加
盟
団
体
。
テ
ネ
シ
ー
ワ
ル
ツ
、

上
を
向
い
て
歩
こ
う
、
星
影

の
小
径
他
。☎
０
４
７
〜
４

８
３
〜
５
１
１
１

ち
ば
な
う
！
伝
言
板

伝
言
板

ち
ば
な
う
！

な
い
だ
ろ
う
け
ど
、
期
待
は

高
い
」
と
伊
東
監
督
。

　

試
合
前
練
習
か
ら
マ
ン
ツ

ー
マ
ン
指
導
で
の
英
才
教
育

を
行
う
姿
を
目
に
す
る
。
試

合
中
の
ベ
ン
チ
で
の
定
位
置

も
監
督
の
隣
。
い
ろ
い
ろ
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
日
々
、

勉
強
中
だ
。

　
「
監
督
に
は
怒
ら
れ
て
ば
っ

か
り
で
す
け
ど
、
少
し
で
一

つ
で
も
褒
め
て
も
ら
え
る
よ

う
に
日
々
、
頑
張
る
だ
け
」

　

吉
田
裕
太
は
試
合
が
な
い

日
も
練
習
を
行
う
な
ど
、
ほ

ぼ
無
休
の
野
球
漬
け
の
毎
日

を
送
っ
て
い
る
。
リ
ー
ド
の
反

省
。
打

撃
の
強

化
。
や

ら
な
く

て
は
い

け
な
い

こ
と
は

沢
山
あ

る
の
だ
。

　
「
今
は
我
慢
の
時
で
す
。
プ

ロ
に
入
っ
て
壁
に
ぶ
つ
か
る
の

は
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い

た
。
こ
れ
を
自
分
が
ど
う
乗

り
越
え
る
か
。
し
っ
か
り
と

練
習
を
し
て
一
日
で
も
早
く

一
人
前
の
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
に
な

り
た
い
」

　

期
待
さ
れ
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
指
揮
官
も
厳
し
く
吉
田

を
指
導
す
る
。
試
合
に
負
け
、

監
督
か
ら
厳
し
く
叱
責
さ
れ

る
こ
と
は
日
常
茶
飯
事
。
し

か
し
、
そ
ん
な
時
も
歯
を
食

い
し
ば
っ
て
耐
え
る
。
監
督

か
ら
言
わ
れ
た
言
葉
を
吉
田

は
絶
対
に
忘
れ
な
い
。

　
「
な
あ
、
吉
田
。
悔
し
か
っ

た
ら
見
返
し
て
み
ろ
。
そ
れ

が
プ
ロ
だ
ぞ
」

　

一
人
前
の
捕
手
と
認
め
て

も
ら
う
た
め
に
、
野
球
漬
け

の
日
々
は
続
く
。
千
葉
県
流

山
市
出
身
。
地
元
の
期
待
を

一
身
に
背
負
う
若
武
者
の
修

行
は
ま
だ
ま
だ
続
く
。

（
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ

広
報　

梶
原
紀
章
）http:

//www.marines.co.jp/

日本大学松戸歯学部では歯科と医科が一体となった「メディコデン
タルサイエンス」を実践している。最前線で活躍する歯科・医科のス

ペシャリストに、医療現場
の現在と未来について連
載でリポートしてもらう。

　
技
術
進
歩
で

　
　
　
　
選
択
肢
の
拡
大

　

歯
は
失
わ
れ
る
と
乳
歯
は

別
と
し
て
、
も
う
代
わ
り
は

な
い
。
そ
こ
で
何
ら
か
の
人

工
装
置
で
補
う
こ
と
と
な
る
。

補
う
方
法
と
し
て
は
幾
つ
か

の
選
択
肢
が
あ
る
。
ブ
リ
ッ
ジ
、

取
り
外
し
の
入
れ
歯
、
イ
ン

プ
ラ
ン
ト
治
療
（
人
工
歯
根
）、

ま
た
積
極
的
に
は
補
わ
ず
に
、

夜
間
に
の
こ
る
歯
の
移
動
を

防
止
す
る
の
も
ひ
と
つ
の
方

法
で
あ
る
。
さ
ら
に
何
も
し

な
い
の
も
後
の
弊
害
を
説
明

し
た
上
で
は
選
択
肢
の
一
つ

に
な
り
う
る
。
目
的
と
し
て

は
噛
む
こ
と
、
見
た
目
の
美

観
、
使
い
心
地
、
予
後
の
予

測
が
問
題
と
な
る
。

　

ブ
リ
ッ
ジ
は
橋
義
歯
と
も

言
う
が
、
こ
れ
は
失
っ
た
歯

の
機
能
を
両
隣
の
歯
に
持
た

れ
か
け
て
補
う
方
法
で
あ
る
。

当
然
両
隣
の
歯
を
、
バ
ケ
ツ

を
ひ
っ
く
り
返
し
た
よ
う
な

形
に
削
っ
て
、
型
を
と
り
、

鋳
物
な
い
し
は
セ
ラ
ミ
ッ
ク

の
削
り
だ
し
で
３
本
つ
な

が
っ
た
歯
を
接
着
剤
で
つ
け

る
方
法
で
あ
る
。

　

最
近
は
技
術
の
進
歩
が
目

ざ
ま
し

く
、
専

用
カ
メ

ラ
で
撮

影
し
た

画
像
を

も
と
に

型
を
と

ら
ず
に
も
出
来
る
よ
う
に

な
っ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も

ブ
リ
ッ
ジ
は
両
隣
の
歯
の
犠

牲
の
も
と
に
成
り
立
っ
て
い
る
。

１
本
の
み
な
ら
ず
２
、
３
本

失
っ
た
と
な
る
と
両
隣
の
歯

に
か
け
る
だ
け
で
は
支
え
き

れ
な
く
な
っ
て
く
る
。
１
本

お
き
に
歯
を
失
っ
た
よ
う
な

場
合
に
は
最
大
で
右
の
奥
か

ら
左
の
奥
ま
で
14
本
の
ブ

リ
ッ
ジ
な
ん
て
い
う
場
合
も

あ
る
。

　
ブ
リ
ッ
ジ
・
部
分
入
れ
歯

　

基
本
的
に
は
ブ
リ
ッ
ジ
は

取
り
外
し
を
し
な
い
固
定
式

だ
が
、
失
っ
た
歯
の
本
数
が

多
い
と
両
隣
の
歯
に
負
担
を

強
い
る
こ
と
に
な
り
、
ま
た

骨
ご
と
歯
を
失
っ
た
時
に
は

見
た
目
の
問
題
か
ら
ブ
リ
ッ

ジ
で
は
無
理
な
場
合
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
時
に
は
取
り
外

し
の
入
れ
歯
を
用
い
る
。

　

部
分
入
れ
歯
は
１
本
の
歯

を
失
っ
た
時
か
ら
使
う
こ
と

が
で
き
る
。
両
隣
の
歯
を
削

り
た
く
な
い
と
き
は
ク
ラ
ス

プ
（
い
わ
ゆ
る
留
め
金
）
を

掛
け
た
部
分
入
れ
歯
を
用
い

る
。
私
の
専
門
は
こ
の
患
者

さ
ん
か
ら
み
れ
ば
面
倒
臭
い

と
嫌
わ
れ
る「
部
分
入
れ
歯
」

で
あ
る
。

　

部
分
入
れ
歯
は
本
来
の
口

の
中
の
形
を
大
き
く
変
え
る

こ
と
に
な
る
。
歯
の
形
を
取

り
戻
す
人
工
の
歯
に
加
え
て
、

土
手
と
言
わ
れ
る
義
歯
の
床
、

留
め
金
と
言
わ
れ
る
ク
ラ
ス

プ
が
存
在
す
る
。
ゴ
マ
粒
ひ

と
つ
が
歯
の
間
に
引
っ
掛
か
っ

て
も
気
に
な
る
口
の
中
で
、

部
分
入
れ
歯
の
存
在
は
煩
わ

し
い
以
外
の
何
物
で
も
な
い

よ
う
に
思
う
。
こ
の
煩
わ
し

さ
を
身
体
の
た
め
、
あ
る
い

は
見
た
目
の
た
め
と
割
り

切
っ
て
我
慢
し
て
い
た
だ
け

る
と
い
つ
し
か
使
え
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
素
材
の
向
上

　

私
は
十
数
年
前
か
ら
老
眼

鏡
を
つ
か
っ
て
い
る
。
当
初
、

日
本
大
学
松
戸
歯
学
部

有
床
義
歯
補
綴
学
講
座

准
教
授  

飯
島  

守
雄
先
生

少
々
の
煩
わ
し
さ
は
あ
っ
た

も
の
の
か
け
た
時
、
い
き
な

り
こ
ん
な
に
見
え
る
の
か
と

感
嘆
し
た
も
の
だ
が
、
入
れ

歯
は
こ
う
は
い
か
な
い
よ
う

だ
。
今
は
ク
ラ
ス
プ
も
金
属

か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ま
で
選

択
で
き
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

も
の
は
金
属
色
で
は
な
く
歯

肉
の
色
を
し
て
い
る
。
し
た

が
っ
て
目
立
た
な
く
で
き
る

と
好
評
で
あ
る
。

■
日
本
大
学
松
戸
歯
学
部
付

属
病
院

☎
０
４
７
〜
３
６
０
〜
９
５

６
１

歯を失うことと補うこと その１
医療最前線 120Drリポート
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~おうちでごはん~

　鍋に水と塩（１カップに対して小さじ１程度）を入れ沸騰させたらグリーン
ピースを茹でます。色が鮮やかになったら火を止めてそのまま冷まします。ゆっ
くり冷ますことでしわが寄らずぷっくりした仕上がりに。ディル、フェンネル、
ミントなど清涼感のあるハーブを加えて 30 分以上おき香りがうつったらマリ
ネの完成。
　米２合に対し塩小さじ 1/2 とオリーブオイル大さじ１を加え普通に炊いたお
米にお好きな量のマリネを加えるとライスサラダになります。

遠藤ミホのおいしいお皿遠藤ミホのおいしいお皿遠藤ミホのおいしいお皿
　グリーンピースやスナップえんどう、きぬさやはどれもえんどう豆の仲間です。手を伸ばして
触れたくなる大きさと形、はじけるような触感、緑の香り、口に入れた時の甘さ。自分と同じ名
前のせいか他の豆類より一段と愛おしく感じます。
　えんどう豆は古くから栽培されていた野菜で、古代エジプトのツタンカーメン王の墓の副葬品
として発掘されたり、「ジャックと豆の木」では一晩で空高く伸びたり、メンデル
さんの遺伝学の研究に一役買ったり、各方面で「小さいのに大きな」力強い活躍ぶ
りです。
　しかし、まわりを見てみると、チャーハンや炒め物などに申し訳程度に入れられ、
料理の彩を添える程度の扱われ方。グリーンピースなどは子どもの苦手な野菜のラ
ンキングに常連で登場します。冷凍や缶詰は便利ですが、香りが抜けてぽそぽそし
ており、生とは別物！
　そこで旬の今、新鮮なグリーンピースに出合ったらまずシンプルにその良さを味
わってください。ぷちんとした触感や甘み、香り。添え役ではなくメインの食材と
して使いたくなるはずです。

グリーンピースの「ハーブマリネ」と「ライスサラダ」グリーンピースの「ハーブマリネ」と「ライスサラダ」

『えんどう豆』『えんどう豆』

スイートピーによく似たえんど
う豆の花。
えんどう豆＝ピー（pea）にス
イート「ピー」。同じ仲間です。

昭
和

　

戦
争
で
焼
け
出
さ
れ
た
わ

が
家
は
し
ば
ら
く
バ
ラ
ッ
ク

生
活
を
し
て
い
た
。
僕
が
３

歳
の
時
に
木
造
２
階
建
て
に

建
て
替
え
た
そ
う
だ
。
バ
ラ

ッ
ク
は
ト
タ
ン
や
有
り
合
わ

せ
の
木
材
で
雨
露
を
し
の
ぐ

程
度
の
建
築
法
で
、
僕
た
ち

の
少
年
時
代
で
も
、
町
の
あ

ち
こ
ち
に
多
く
見
ら
れ
た
。

　

戦
後
５
年
で
急
造
に
な
っ

た
わ
が
家
は
、
お
風
呂
が
な

か
っ
た
の
で
、
小
学
高
学
年

ま
で
銭
湯
通
い
を
し
て
い
た
。

ト
イ
レ
は
汲
み
取
り
式
で
、

一
部
は
庭
の
畑
に
下
肥
と
し
て

撒
い
た
。
季
節
の
野
菜
や
果

物
が
熟
す
の
を
朝
の
ラ
ジ
オ

体
操
前
に
の
ぞ
き
に
行
っ
た
。

中
で
も
イ
チ
ジ
ク
は
と
っ
て
も

甘
く
て
今
、
店
で
売
っ
て
い

る
も
の
よ
り
格
段
に
お
い
し

か
っ
た
。

　

お
勝
手（
台
所
）は
土
間
で
、

「
お
く
ど
さ
ん
（
か
ま
ど
）」

が
あ
っ
て
、
お
米
は
米
櫃
か

ら
１
升
桝
で
量
り
、
薪
や
炭

で
炊
い
て
い
た
。
重
い
お
釜

を
板
の
間
ま
で
動
か
し
て
ご

飯
を
杓
子
で
「
お
ひ
つ
」
に

移
す
の
は
僕
の
役
目
。
釜
の

底
に
お
焦
げ
が
で
き
て
い
る

時
に
は
、
ち
ょ
っ
と
醤
油
を
垂

ら
し
て
お
む
す
び
に
し
て
食
べ

る
と
香
ば
し
く
て
う
ま
い
。

　

ス
イ
カ
や
ビ
ー
ル
瓶
な
ど

は
庭
の
井
戸
に
浸
け
て
お
い
た
。

肉
や
魚
は
氷
の
冷
蔵
庫
に
入

れ
て
保
存
し
た
。
小
型
だ
が
、

木
目
調
の
し
っ
か
り
し
た
造
り

の
「
ア
イ
ス
ボ
ッ
ク
ス
」
だ
っ
た
。

し
か
し
、
冷
蔵
す
る
も
の
の

上
段
に
大
き
な
氷
を
入
れ
な

く
て
は
な
ら
ぬ
の
で
容
量
は
実

質
30
㍑
前
後
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

夏
場
は
毎
朝
氷
屋
が
２
貫

目
（
7.5
㌔
）
ず
つ
黒
塗
り
大

型
自
転
車
で
配
達
し
て
く
れ

る
。
春
秋
は
自
転
車
で
必
要

量
を
直
接
買
い
に
走
っ
た
。
そ

の
氷
冷
蔵
庫
も
長
く
は
使
わ

れ
ず
、
や
が
て
電
気
冷
蔵
庫

に
数
年
で
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
。

霜
が
た
く
さ
ん
つ
い
て
も
、
電

気
冷
蔵
庫
は
氷
よ
り
数
段
魅

力
的
だ
っ
た
。（
山
田
一
夫
）

http://dachsjp.com

昭
和
昭
和
昭
和

住
の
情
景

ぼ
く
た
ち
の

も
の
が
た
り
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霊園管理事務所　〒273-0851　千葉県船橋市馬込町1120
な ご み の さ と れ い え んふ な ば し

2009年　PHP研究所より出版
著者：大念寺住職　大島　明サイン入りプレゼント

２８．５万円～２８．５万円～
アクセス　姉ヶ崎袖ヶ浦ＩＣより５㎞、木更津東ＩＣより５㎞
住　　所　袖ヶ浦市高谷１５３１

姉妹霊園「袖ヶ浦和みの丘霊園」は袖ヶ浦
の丘陵地に広がる恵まれた自然の中にあり
海抜45m以上の地山で地震に強く安心です。

永代使用料 １．５㎡

袖ヶ浦 和みの丘霊園
な ご み の お か れ い え ん

東
武
野
田
線

サミット マルエツ
●

●

●

● 馬込町
十字路

市営霊
園入口

馬込斎場入口
馬込斎場

至鎌ヶ谷駅

至船橋駅

市川
印西線

8

59

バス停「馬込斎場前」

馬込沢駅

至
中
山
競
馬
場

至
花
輪
イ
ン
タ
ー

デニーズ

鎌ヶ谷市

船橋市

船橋市

船橋市運動公園

大　念　寺

船
橋
我

孫
子
線

木下
街道 マクド

ナルド

現地ご案内開催中午前9時～午後5時（雨天実施）

船橋　和みの郷霊園　概要
所在地／千葉県船橋市馬込町1120
許可番号／船橋市第20-1号
総面積／約14,000㎡　　総区画数／1,139区画
設備／管理棟、法要堂、休憩所、水道設備、駐車場
事業主体／宗教法人　浄土宗　天上山　大念寺

T
V
ド
ラ
マ

「
遅
咲
き
の
ひ
ま
わ
り
」

ロ
ケ
地
に
な
り
ま
し
た 0120-39-6547

お問い合わせ・お申し込みは（資料請求）

ホームページ 　http://www.753.or.jp
な ご み

見学者の方へ
粗品進呈
＊本券持参の方

法事会食法事会食法要法要 大念寺主催の
第274回 念々寄席
大念寺主催の
第274回 念々寄席

第310回
写経会

法要堂での家族葬法要堂での家族葬

永代祠堂料
御一人（霊）

10万円10万円

遺骨や位牌を共同墓地に合祀したお墓です。お墓を
継承する方がおられなくても、当霊園が責任を持って
永代供養と管理を行います。オプション設定もあります。

詳しくは管理事務所までご相談下さい。

好評受付中！

な ご み の さ と れ い え んふ な ば し
FUNABASHI

NAGOMINOSATO
REIEN

な ご み の さ と れ い え んふ な ば し
FUNABASHI

NAGOMINOSATO
REIEN

これからの霊園　これからのお寺これからの霊園　これからのお寺

合同墓合同墓

管理棟管理棟

管理棟

法要堂

管理棟

東

西

第二区画

第一区画

墓地寸景
54万円～54万円～54万円～
永代使用料

 １．５㎡

法要堂

法要堂

大念寺本堂大念寺本堂

２０１４年（平成２６年）６月４日（水） （４）第１６２号

04-7146-7312

お墓選びは、よく見て、
  よく考えて
お墓選びは、よく見て、
  よく考えて

船橋　和みの郷霊園の6つの魅力
抜群の交通アクセス
JR船橋駅よりバスで15分、バス停「馬込斎場
前」下車すぐの好立地。最寄駅・東武野田線
「馬込沢駅」よりのんびり歩いて約12分と絶好
のアクセスです。

緑潤う豊富な自然環境
緑を多く取り入れた園内環境は来園者にやす
らぎと和みを提供します。

お墓は全て真東・真西向き
東はお釈迦様、西は阿弥陀様に見守られるあ
りがたい向きにお墓をたてることができます。

充実の近代的設備と管理体制
近代的なスタイルの管理棟と法要堂、休憩所、
駐車場を完備しており、管理人、僧侶が常駐して
おりますので、快適なお参りをサポートします。

園内はバリアフリー
全区画、どなたにもお参りしやすい、バリアフリー
設計を施しています。

安心の地震・津波対策
霊園は海抜25ｍ以上、地山に位置しておりますの
で、墓域全体が地震に強い設計となっています。
また、墓石は全て免震施工で建墓されております
ので安心です。
先の震災での被害は全くありませんでした。

船橋　和みの郷霊園の6つの魅力

お寺の直接管理だから安心！お寺の直接管理だから安心！

宗教・宗派不問

生前建墓可

和みの霊園はすべて宗教・宗派を問いません。
どなたでもお求めになれます。また、他の寺院僧侶
も入ることができます。

ご遺骨のない方でも、生前にお求めになれます。

寄付金なし
和みの霊園は、寄付金等一切ございません。

大念寺

「念々寄席」毎月中頃の木曜開催（茶菓付き300円）「写経会（500円）」「法話会（無料）」毎月第1日曜開催

大念寺

第 二 区 画第 二 区 画

1.5㎡

1.7㎡

2.0㎡

3.0㎡

4.0㎡

6.0㎡

面　積 向　き 永代使用料 年間管理料
西向
東向
西向
東向
西向
東向
西向
東向
西向
東向
西向
東向

540,000円
600,000円
620,000円
680,000円
720,000円
800,000円

1,150,000円
1,290,000円
1,520,000円
1,680,000円
2,300,000円
2,500,000円

10,000円

12,000円

15,000円

18,000円

20,000円

30,000円

1.5㎡

2.0㎡

3.0㎡

4.0㎡

面　積
第 一 区 画第 一 区 画

向　き 永代使用料 年間管理料
西向
東向
西向
東向
西向
東向
西向
東向

　完　売　　
540,000円
640,000円
720,000円
960,000円

1,080,000円
1,280,000円
1,440,000円

9,000円

12,000円

15,000円

17,000円

※第一区画の6.0㎡は完売しましたので、第二区画でお求めください。

「
和
み
の
郷
霊
園
」
永
代
使
用
料
・
年
間
管
理
料

（
永
代
使
用
料
に
は
消
費
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
）

便

環

方

  ご成約の方に
一冊プレゼント！
著者サイン入り
「本当の供養とは」
「どういきるのがいいのか」
 のヒントをくれる本。

●
出
版
数
、十
二
万
五
千
部
！

●
出
版
数
、十
二
万
五
千
部
！

大念寺で毎月開催の法話会
写経会・念々寄席には全国
から参加者が訪れます。馬込斎場に隣接の好立地馬込斎場に隣接の好立地

２千人以上を葬送したお坊さんのはなし２千人以上を葬送したお坊さんのはなし

「死んだらおしまい、
ではなかった」（PHP
刊）は発刊から４年
余り、じわりじわりと評
判を呼び、今年１月に
は12万5千部を突破
した。著者は浄土宗の
正僧正で天上山大念
寺の大島祥明住職。

永代合同墓

告知！
永代祠堂料3.5万円の『新 合祠墓』完成
７月１日受付開始
永代祠堂料3.5万円の『新 合祠墓』完成
７月１日受付開始

設

楽

安


